




US-1の施工方法が変わります

US-1デスクのトレーラッチ対応に伴い、脚部の組立方法が
変更になります。施工説明書と添付品が異なる場合は下図
を参照して組立てを行ってください。

US-2施工時の幕板取付けポイント

対向島型レイアウトの際は、一番上の掛け穴をボ
ルトに引っ掛けて固定してください。
その他（単体使い・片面使い）、配線スペースが必
要な場合も同様の位置で固定してください。

1番上の掛け穴

天板

隙
間

3
5

㎜

US-1幕板取付け位置
（US-2片面使い時も同様）

２番目の掛け穴
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天板に取り付けた①段付ネジを脚又は袖キャビネットの上後部連結穴に差し込みます。（F・Ｇ詳細図参照）

平机及び片袖机の脚側は、②ジョイントブラケットLを脚前部の隙間にはめ込み、後方にスライドさせ、脚に

    ボルトで固定してください。その後、アームキャップを上下の向きに注意して組み付けてください。（Ｈ詳細図参照）�

最後にダクト受けを天板裏の穴位置に合わせて　ネジで固定してください。

天板に取り付けた①段付ネジを脚又は袖キャビネットの上後部連結穴に差し込みます。（F・Ｇ詳細図参照）

平机及び片袖机の脚側は、脚アーム下側から　ボルトで固定してください。（Ｈ詳細図参照）
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